
2022年度 第 8回 理事会議事録 

 

 

日  時 : 2023年 1月 13日(火) 18：00～19：30 

会  場 : オンライン会議 

所在地 : 各施設等 

出席者 : 宮城、高野、下口、大澤、寳田、田島、成定、荒井、中村、嘉成、杢保、谷､三志奈 

欠席者 : 津田                                            (順不同敬称略) 

 

議事に先立ち､本理事会は役員の過半数の出席を認め､成立する旨確認した｡ 

議事進行は､高野副会長が担当した｡ 

議題 Ⅰ、前回議事録の確認 

Ⅱ、賛助会員について 

Ⅲ、2023年度基礎講座について 

Ⅳ、2023 年度日本医療検査科学会共催シンポジウムについて 

Ⅴ、2023年度学術集会について 

Ⅵ、私立医科大学臨床検査技師会 40周年記念式典について 

Ⅶ、その他 

 

Ⅰ、前回議事録の確認 

異議なく本理事会にて承認された。 

 

Ⅱ、賛助会員について 

来年度賛助会員の募集と案内を行うにあたって、各企業の担当理事を再確認する事とした。 

 

Ⅲ、2023年度基礎講座について 

寳田理事より、認定輸血検査技師試験に関する講師依頼受諾の返答を得たとの報告があった。 

すでに認定一般検査技師試験に関する講師については高野副会長より講演の内諾を得られており、さら

に認定輸血検査技師試験との2科目開催が可能か協議したが、試験時期などを考慮し、ひとまず認定一

般検査技師試験の講演を実施する事となった。(試験の時期は一般検査認定試験が 11月、輸血検査認

定試験の 1次試験が 6月、2次試験が 8月。) 認定輸血検査技師試験の講演開催に関しては、複数年

度での開催なども視野に入れて、次回の理事会で協議する。他にも POCT認定試験なども候補として挙

がった。講演はWeb開催とすることを確認した。 

また、認定試験の科目によっては講演を行うにあたり、専門学会の許可が必要など不透明な点もあるた

め、各専門学会の対応について聞き取り調査する事とした。日本輸血細胞治療学会に関しては特に問

題は無いとの報告であった。 

 

Ⅳ、2023 年度日本医療検査科学会共催シンポジウムについて 

各理事とも共催シンポジウムのテーマを 2月の理事会までに考えておく事とした。候補として挙がってい

る「技師の評価方法」に関しては ISO15189にも関連しており、テーマとして推薦するとの意見があった。  

 



Ⅴ、2023 年度学術集会について 

2023年度学術集会は、私立医科大学病院中央検査部技師長会の開催に合わせて 11月頃に実施す

る予定である事を確認した。宮城会長が 3月までにテーマを含む全体の概要を決め、その後、具体的な

内容を理事会にて協議する事とした。 

 

Ⅵ、私立医科大学臨床検査技師会 40 周年記念式典について 

記念式典での飲食の提供については、理事の過半数以上がカップディッシュプランのような飲食の提

供は行わない方が良いという意見であった。感染のリスクを考慮してケータリングサービスはキャンセルと

し、ペットボトル(お茶、水)を持ち込みで提供する事とした。ただし、会場への持ち込みが禁止の場合は、

ケータリングサービスにてペットボトルのみ提供する事とした。注文本数は 80本とした。 

感謝状贈呈予定者の内、星野元編集長、大井元編集長、優秀賛助会員のシーメンスヘルスケア・ダイ

アグノスティクス株式会社からは当日欠席するとの連絡を受けている。当日お渡しできない感謝状は各々

に郵送する事とした。 

学術研修会のライブ配信は、来場者から参加費用を徴収している関係上実施せず、記念式典を

ZOOMにてライブ配信する予定とした。学術研修会の基礎講座は後日、会員限定でオンデマンド配信

する。(学術研修会は特別講演、基礎講座共に録画しておく。) 

演者のデータは USBにて持参して頂き、ZOOM を使用しながら講演を行って頂く事を確認した。

ZOOMホスト用コンピューター1台、演者用コンピューター1台、司会用コンピューター1台を用意する予

定であるが、現在技師会で所有しているノートパソコンは 2台なので 1台を新たに購入する事とした。費

用は 10万円～15万円程度とした。 

 

Ⅶ、その他 

1、編集委員からの報告事項 

私立医科大学臨床検査技師会創立 40周年記念誌(kameraden72号合併号)の印刷が済み、1月

19日(木)に発送予定である。式典会場のステーションコンファレンス東京には 50部発送する予定。費

用は当初125万円程度を予定していたが、概算で110万円程度の見込みとなった。発送後に発送費を

合算した正式な費用を報告するとの事であった・ 

2、その他の報告事項 

感謝状を歴代会長 2名、歴代編集長 4名、優秀賛助会員 6社分用意し、費用は 12,000円程度であ

るとの報告であった。 

胸章は氏名を書かない状態で 20個程度用意する事とした。 

40周年記念式典の式次第は宮城会長が作成して 100部用意する事とした。 

 

以上 

 

連絡事項：次回 2022年度第 9回理事会は 2023年 2月 10日(金) 18：00からオンラインにて開催予定 


